
■これまでの取り組み■静岡市自転車利用計画 の考え方

庁内１２局３区２５課が連携して取り組みを実施

ハード ソフト マインド

●自転車走行環境の整備

●駐輪場の管理・運営

●自転車利用環境の整備

など

●安全教育の推進

●ルール・マナー啓発

●安全を支える体制づくり

など

●自転車のまちＰＲ

●自転車の魅力発信

●イベント開催 など

■推進体制

自転車走行レーン整備 自転車交通安全啓発活動

高校生による小学生への

交通安全教室

自転車文化を発信する

小冊子の作成・配布

１２局３区：総務局・企画局・財政局・市民局・葵区役所・駿河区役所・清水区役所・
観光交流文化局・環境局・保健福祉長寿局・子ども未来局・経済局・
都市局・建設局・教育委員会

静岡市自転車利用計画の概要
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タンデム自転車

市長・副市長によるデモ走行

平成30年４月27日
市長定例記者会見資料

【連絡先】
交通政策課 自転車のまち推進係
TEL:054-221-1570

資料２



取組内容 取　組　例

○自転車用空気入れの設置

○自転車修理工具の設置

○自転車用駐輪ラックの設置

○休憩施設の提供　　　　　　　　　　　　　など

○社員への自転車利用に関する研修（交通安全教室）

○自転車通勤の呼びかけ

○業務用自転車の配置　　　　　　　　　　　など

○自転車関連イベントへの参加

○自転車関連イベントの企画・開催　　　　　など
3

自転車利用の推進に関する

マインド的な取組マインド部門

認定部門

1
自転車利用の推進に関する

ハード的な取組

（自転車の駅）
ハード部門

2
自転車利用の推進に関する

ソフト的な取組ソフト部門

静岡市自転車サポーター制度の概要

自転車に係る“ハード”,“ソフト”,“マインド”各分野での取り組みを実

施する市内の企業・団体を市が「静岡市公認自転車サポーター」

として認定します。

官民が連携して自転車の利用環境の向上を図ることを目的とします。
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静岡市自転車サポーター

公認

すべての市民

■認定の対象となる取組

平成30年４月27日
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静岡市自転車サポーター認定の流れ
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■静岡市自転車自転車サポーターの取り組みイメージ

子供向け自転車教室
（東静岡）

サイクルジムカーナ
（東静岡）

“ハード”の取り組み “ソフト”の取り組み “マインド”の取り組み

自転車の駅

自転車の駅

認定証

平成30年４月27日
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■「幼児期からの自転車安全教育」実施

■「サイクルフェス」の開催

■「KEIRINグランプリ２０１８」静岡競輪場

■キックバイクを活用した幼児期からの自転車安全教育の実施

■発達段階に合せた教育プログラム作成（小中学校用、教員）

■すべての市立こども園（５９園）にキックバイクを導入

■自転車の楽しさや安心・安全をテーマとした体験型イベント「サイ
クルフェス」開催（池田東静岡公園・静岡競輪場 同時開催予定）

■ＫＥＩＲＩＮグランプリの啓発を兼ねて、前年より規模を拡大して開催

■自転車安全教育体制構築に向けた勉強会の開催 など

※昨年11月に開催した「サイクルフェスin東静岡」では、「こども自転車
体験」や「アシスト自転車試乗会」などを実施し、2,500人以上が参加

キックバイク体験会

自転車乗り方教室

ステージイベント
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キックバイク体験 交通安全教室

■年末最後のサイクルフェスティバル「ＫＥＩＲＩＮグランプリ２０１８」
を静岡競輪場で開催（H30.12.28～30）
■開催までの期間、ＰＲ活動を積極的に実施

全国主要都市大型ビジョンや主要駅デジタルサイネージ、
電車内トレインチャンネル、前夜祭（東京）、ＴＶＣＭ、スポーツ紙
等でＰＲ実施予定。

市長視察（ＫＥＩＲＩＮグランプリ2017） Ｈ28日本選手権競輪ＧⅠ（参考）
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平成３０年度 主な取り組み


